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第2章  対象事業の目的及び内容 

2.1 対象事業の目的 

2.1.1 目的 

風力発電は、発電の過程において温室効果ガスを発生しないことから、地球温暖化対

策に貢献する発電技術であり、大気汚染や放射能汚染の危険性もなく、さらには、エネ

ルギー自給率の低い我が国において、エネルギーの安定供給の確保につながり、新規産

業の創出への寄与など、さまざまな意義がある。 

平戸市においては、平成 11 年から市内各地において第三セクターなどにより風力発電

事業が行われ、現在 25 基の風力発電機が稼働しているなど、新エネルギー促進への取り

組みが行われている。 

本事業は、平戸市南部に風力発電所を建設し、佐世保市相浦の九州電力相浦変電所ま

で敷設する海底ケーブルを通じて、発生した電力を九州電力株式会社へ売電することを

目的として計画している。 

本事業の設置位置については、第 2.1-1 図に示す近傍の風況及び第 2.1-2 図に示す位置

で風況観測調査を行うことで風力発電に適した風況であることが確認でき、年間設備利

用率 31.3％、年間発電量 88,353MWh を想定している。この発電量は、対象事業実施区

域が属する平戸市 13,979 世帯（平成 31 年 4 月 1 日現在）の 1.4 倍の年間電気使用量に

相当するものであり、平戸市南部の有効な風資源を利用し、地域の活性化にも寄与でき

るものであると考えている。 

 

2.1.2  事業用地の選定経緯 

本事業においては、以下のような検討の経緯を踏まえ、現在の対象事業実施区域の位

置を選定した。 

・風況条件がよい地域。             →年間平均風速 6.0m/s 以上。 

・道路などの建設条件が整備されている地域。   →既設林道あり。 

・行政や地域住民の協力、理解が得られやすい地域。→導入実績あり。 

・自然公園などの環境に配慮した地域以外。    →西海国立公園区域外など。 

・系統連系が確保できる地域。          →九州電力系統連系可能回答。 

これらの検討を経た結果、現在の対象事業実施区域を計画するに至り、ここに環境影

響評価法に基づく環境調査を行い、さらなる影響の低減に向けた検討に着手した次第で

ある。 

なお、事業に当たっては環境保全と地域活性化に向けて、さらに地元の方々と様々な

協議を行い、共存をめざしている。 
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第 2.1-1 図 風速分布図（年平均、地上 70ｍ） 

 

 

出典：「局所風況マップシステム 平成 18 年
度版」（独立行政法人 新エネルギー・

産業技術総合開発機構（NEDO）） 

 

 

風況予測 
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第 2.1-2 図 平戸市における風況観測結果 
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2.2 対象事業の内容 

2.2.1 特定対象事業の名称 

平戸南風力発電事業 

 

2.2.2 特定対象事業により設置される発電所の原動力の種類 

風力（陸上） 

 

2.2.3 特定対象事業により設置される発電所の原動力の出力 

32,200kW（定格出力 3,600kW 風力発電機を 11 基設置） 

※32,200kW まで総出力を制限して運転する。 

 

2.2.4 運転開始時期 

令和 4 年 4 月を予定 

 

2.2.5 対象事業実施区域 

1. 位置 

所在地：長崎県平戸市津吉町、田代町、前津吉町、船木町、大川原町、敷佐町、 

上中津良町、下中津良町 

2. 計画地点の概要 

対象事業は、長崎県平戸市南部に計画される。設備容量 32,200kW の風力発電機を設置

し、発生した電気を海底ケーブルによって佐世保市相浦に送り、九州電力株式会社の相浦

変電所に連系する計画である。 

対象事業実施区域の位置及びその周辺の状況は、第 2.2-1 図のとおりである。また、対

象事業実施区域の衛星写真は第 2.2-2 図のとおりである。国立公園、国定公園、県立自然公

園には該当していない。 
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第 2.2-1図 対象事業実施区域の位置 
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第 2.2-2図 対象事業実施区域の位置（衛星写真） 
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2.2.6 特定対象事業により設置される発電所の設備の配置計画等の概要 

1. 特定対象事業の主要設備の配置計画その他の土地の利用に関する事項 

風力発電機の配置計画位置は第 2.2-3 図のとおりである。 

本事業に係る対象事業実施区域面積約 276.3ha のうち、風力発電機建設及び取付け道路

用地は約 5.95ha となる。風力発電機建設に伴う切盛法面は森林法の適用を受けるため、

「林地開発許可申請の手引き」（長崎県農林部林政課、平成 30 年）に基づき、苗木植栽や

表土を撒き戻し自然発芽を促すことにより緑地化を図る計画である。 

 

対象事業実施区域 約 276.3ha 

改変面積 約 5.95ha〔主な内訳〕 ・風力発電機（11 基） ：1 基当たり約 0.2ha 

 ・取付道路  ：約 3.04ha 

 ・法面 ：約 0.67ha 

 ・道路拡幅 ：約 0.03ha 

  （うち約 1.00ha は工事終了後に緑化） 

送電線ルート（陸域）      ・埋設方式（一部架空送電線）（約 12.7km） 

送電線ルート（海域）      ・海底ケーブル総延長約 36km 
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＜発電所の配置計画等について＞ 

方法書の計画では、総出力最大 38,000kW（2,000kW 級風力発電機を最大 19 基）であっ

たが、周囲を含めた地形条件などを考慮して配置を再検討した結果、風力発電機基数の変

更を行い、準備書段階において第 2.2-3 図(1)のとおり、総出力 34,000kW（2,000kW 級風力

発電機を 17 基）とした。さらに、以下に示す検討を基に、環境への影響をより低減するた

めに配置及び基数を見直し、第 2.2-3 図(2)のとおり、総出力 32,200kW（3,600kW 級風力発

電機を 11 基）とした。 

・準備書に対する経済産業大臣勧告を踏まえ、風車の影による住居への影響、ノヒメユ

リの消失及び白岩岳への影響が懸念される 9’号機を削減した。 

・準備書に対する経済産業大臣勧告を踏まえ、風車の影による住居への影響、九州自然歩

道の展望所からの眺望への影響が懸念される 10 号機を削減した。 

・準備書に対する経済産業大臣勧告を踏まえ、九州自然歩道の展望所からの眺望への影

響が懸念される 11 号機を削減した。 

・準備書に対する経済産業大臣勧告を踏まえ、渡りルートの影響が懸念される 16 号機を

削減した。 

・準備書に対する経済産業大臣勧告を踏まえ、渡りルートとして影響が懸念される 19’

号機を削減した。 

・世界遺産の構成資産からの眺望への影響低減のため、12 号機を削減した。9’～12 号

機を削減することで、特に黒島から眺望する場合の水平方向の連続性を解消した。 

 

なお、風力発電機の配置計画等の比較は、第 2.2-1 表のとおりである。 

 

第 2.2-1表 風力発電機の配置計画等の比較 

項 目 

仕 様 

旧配置計画 

（準備書） 

新配置計画 

（評価書） 

基数 17 基 11 基 

総出力 34,000kW 32,200kW 

1 基あたりの最大出力 2,000kW 3,600kW 

ハブ（ナセル）高さ 77m 72.5m 

ローター直径 83.3m 105m 

A 特性音響パワーレベル 104 デシベル 104.9 デシベル 

G 特性音響パワーレベル 120 デシベル 126.7 デシベル 
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第 2.2-3図(1) 風力発電機の配置計画位置（旧配置）  
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第 2.2-3図(2) 風力発電機の配置計画位置（新配置）  
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第 2.2-3図(3) 風力発電機の配置計画位置（拡大 1）  
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第 2.2-3図(4) 風力発電機の配置計画位置（拡大 2）  
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2.2.7 工事の実施に係る工法、期間及び工程計画に関する事項 

1. 工事期間及び工事工程 

(1)工事期間（予定） 

工 事 開 始 時 期：令和 2 年 7 月 

試運転開始時期：令和 4 年 1 月 

運 転 開 始 時 期 ：令和 4 年 4 月 

 

(2)工事工程 

建設工事の工程及び工事に伴う重機の稼働台数は第 2.2-2 表のとおりである。 

 

第 2.2-2表 建設工事の工程、月あたりの重機の稼働台数（予定） 
（単位：台） 

 
 

 

 

 

7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2

土木・造成工事 土木・造成工事

電気工事 電気工事

輸送建方 輸送建方

試運転・試験調整 試運転・試験調整

土木・造成工事 準備工 チェーンソー、10ｔダンプトラック 200 200 200

0.65バックホウ 120 120 120

フォワーダ4.8t、7ｔ 40 40 40

10ｔトラック、ブルドーザー21ｔ、タイヤローラー 120 120 120

0.8、0.3バックホウ、油圧ブレーカ 180 180 180

造成工 0.8バックホウ、10ｔダンプトラック 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200

0.3バックホウ、油圧ブレーカ、タイヤローラー 120 120 120 120 120 120 120 120 120 120 120 120 120 120 120 120

ブルドーザー21ｔ 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60

基礎工 油圧ブレーカ 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20

0.8バックホウ、ブルドーザー21ｔ 80 80 80 80 80 80 80 80 80 80 80 80 80 80 80 80

タイヤローラー、10ｔダンプトラック 80 80 80 80 80 80 80 80 80 80 80 80 80 80 80 80

ミキサー車 160 320 320 320 320 160 160

送電線工事 0.8、0.3バックホウ、油圧ブレーカ 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60

ブルドーザー21ｔ、タイヤローラー 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40

10ｔダンプトラック 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40

ミキサー車 20 20 20 20 20 20 20

電気工事 掘削工 0.8バックホウ 19

0.45バックホウ 14 14 14 80 85 56 56 56 64 64 56

0.25バックホウ 14 14 14 70 56 56 56 69 103 103 94 7

10ｔダンプトラック 10 66

4ｔダンプトラック 28 28 28 145 119 114 122 146 250 250 247 58

切削機 31 31 38 7

路床安定処理 ローラー 13 92 92 114 22

フィニッシャー 31 31 38 7

ポンプ 8

ミキサー車 10 53 2 2

変電工事 クレーン120ｔ 5 5 4 4

クレーン25ｔ 5 5 11 11 15 21 21

回送車 9 9 9 46 40 36 36 39 92 92 98 13

トレーラー 3

ミキサー車 125

輸送建方 風力発電機輸送組立 ｸﾚｰﾝ1200ｔ、クレーン220ｔ 20 40 40 40 40 40 20

トラッククレーン4ｔ、多軸台車、ブレード起立装置 30 60 60 60 60 60 30

ｸﾚｰﾝ100ｔ 61 80 40 40 40 40 20

フォークリフト、高所作業者 60 120 120 120 120 120 60

コンテナ、クレーン65ｔ、ブルドーザー 6 6 6 6 6 3

クレーン50ｔ 19 30 30 30 30 26 11

誘導者 80 80 80 80 80 40

トレーラー 64 69 32 32 32 22 6

横持ち車両 7 13 13 13 13 13 7

通勤車両 作業車、普通車 5 5 15 25 25 25 65 65 78 78 78 140 157 167 201 189 241 241 241 75

665 665 675 725 725 725 945 1105 1183 1183 1183 1391 1493 1632 1684 1635 2048 2048 1990 343

令和3年 令和4年
工種 項目 種別

合計

令和2年
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2. 主要な工事の方法及び規模 

(1)土木基礎工事 

①  土木基礎工事 

まず、風力発電機の基礎を建設するための取付け道路及び風力発電機組立用造成地の

樹木伐採・整地などの作業ヤード工事を行う。土木基礎工事としては、風力発電機建設

地における基礎地盤の掘削工事・基礎の鉄筋組立て・型枠組立て・コンクリート打設な

どを行う。 

第 2.2-4 図(1)のとおり、長さ 52.5m のブレード（羽根）を地組して据え付けるために

は、一般的に 75m×75m（0.56ha）程度の広いスペースが必要になるが、ブレードの取

り付け方法の変更及び周囲の地形を利用しながら可能な限り伐採及び土地造成面積を少

なくし、環境への負荷を低減するよう計画したことで、第 2.2-4 図(2)のとおり、設置に

必要な作業ヤードとしての改変は 1 基あたり 0.2ha に抑えられている。 

本工事における改変区域は第 2.2-5 図のとおりである。改変は、主に風力発電機設置

のための仮設用地（作業ヤード）及び仮設道路（搬入路）に大別される。また、一部風

力発電機の輸送に伴い道路拡幅が必要な範囲を改変区域に含めた。 

なお、本工事において発生する残土は、出来る限り各風力発電機の作業ヤード及び道

路の埋め戻し、盛土及び敷均しに利用する予定であるが、その他は既設の土捨場に搬出

する。 

改変区域は森林管理者との協議を踏まえ、既存の林道を活用すること、また本事業に

より新設する道路については森林施業時に活用してもらうことで調整し、森林施業との

共有化を図ることで、重複的な改変を回避又は低減するよう検討した。（新設及び既設

道路の位置は第 2.2-8 図(1)参照。） 
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第 2.2-4図(1) 風力発電機の組み立てイメージ図 

 

 

第 2.2-4図(2) 風力発電機の組み立てイメージ図 
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第 2.2-5図(1) 改変区域図（予定） 
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第 2.2-5図(2) 改変区域図（予定） 
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第 2.2-5図(3) 改変区域図（予定）  
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第 2.2-5図(4) 改変区域図（予定）  
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第 2.2-5図(5) 改変区域図（予定）  
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第 2.2-5図(6) 改変区域図（予定）  
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第 2.2-5図(7) 改変区域図（予定）  
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第 2.2-5図(8) 改変区域図（予定）  
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第 2.2-5図(9) 改変区域図（予定）  
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第 2.2-5図(10) 改変区域図（予定）  
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第 2.2-6図(1) 工事の作業計画図及び造成後の緑化・修景計画図（予定） 
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第 2.2-6図(2) 工事の作業計画図及び造成後の緑化・修景計画図（予定）  
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第 2.2-6図(3) 工事の作業計画図及び造成後の緑化・修景計画図（予定）  
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第 2.2-6図(4) 工事の作業計画図及び造成後の緑化・修景計画図（予定）  
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第 2.2-6図(5) 工事の作業計画図及び造成後の緑化・修景計画図（予定）  
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第 2.2-6図(6) 工事の作業計画図及び造成後の緑化・修景計画図（予定）  
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第 2.2-6図(7) 工事の作業計画図及び造成後の緑化・修景計画図（予定）  
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第 2.2-6図(8) 工事の作業計画図及び造成後の緑化・修景計画図（予定）  
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第 2.2-6図(9) 工事の作業計画図及び造成後の緑化・修景計画図（予定） 
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第 2.2-6図(10) 工事の作業計画図及び造成後の緑化・修景計画図（予定） 
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②  緑化に伴う植栽計画 

改変部分のうち、切盛土面は緑化を実施し修景を図る。緑化面積は第 2.2-3 表、道路

部の標準構造図は第 2.2-7 図のとおりである。 

改変面積約 5.95ha は森林法の適用を受けるため、関係機関との協議及び「林地開発許

可申請の手引き」（長崎県農林部林政課、平成 30 年）に基づき、工事終了後に緑化を

行う予定である。 

緑化は、関係機関や関係者と協議し、苗木植栽や表土を撒き戻し自然発芽を促し外来

種による撹乱を防止するものとする。 

 

第 2.2-3表 緑化面積の内訳 

風力発電機用地、仮設用地、仮設道路（総面積） 5.95ha 

風力発電機用地として供用 1.88ha 

仮設用地、仮設道路 3.04ha 

道路拡幅 0.03ha 

緑化対象（合計 1.00ha） 

切土部（苗木植栽又は表土撒き戻し） 0.64ha 

盛土部（苗木植栽又は表土撒き戻し） 0.03ha 

ヤード部（一部苗木植栽） 0.33ha 

 

 

第 2.2-7図 道路部の標準構造図（例） 

 

  

単位（mm） 
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【参考】施工写真 

（植栽） 
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(2)電気工事 

電気工事は、海底ケーブル陸上送電線との中継点となる連系施設工事、連系施設と各風

力発電機を接続する送電線工事などからなる。各風力発電施設からの送電設備については

主に道路用地内等の地中送電線により送電し、一部山の上から海岸線に下ろす部分につい

ては、鉄塔による送電線で引き下ろし、電力会社の連系施設と電圧を合わせる変電施設を

経由して海底ケーブルにて連系地点まで送電する予定である。なお、海底ケーブルの敷設

に当たっては、漁業協同組合からの聞き込み調査及び潜水調査により藻場の位置を確認し、

藻場を避けた計画とする等、環境に配慮した計画とした。 

 

(3)風力発電機据付工事 

風力発電機の組立は大型クレーン車を用いて行う。1 基あたりの組立に係る工事期間は 1

週間程度としている。なお、土木基礎工事と同様に、作業に使用する建設機械は、可能な

限り低騒音型、低振動型及び排出ガス対策型を用いるものとする。 

建設に使用する主な重機は第 2.2-4 表のとおりである。 

 

第 2.2-4表 風力発電機据付工事に使用する主な重機の種類 

使用重機 仕 様 

バックホウ  0.3m3 

バックホウ   0.8m3 

ブルドーザー 21t 

コンクリートミキサー車 10t 

生コンポンプ車 10t 

ダンプトラック  4t 

ダンプトラック 10t 

大型トレーラー 65t 

クレーン 25t 

クレーン  120t 

クレーン 1,200t 

油圧ブレーカー（低騒音仕様） 超低騒音仕様 2,700kg 級 

ユニック車  4t 

トラック 10t 

高所作業車 50t 

 

3. 工事用仮設備の概要 

工事期間中は、対象事業実施区域外の貸事務所等を利用して仮設の工事事務所を設置す

る。現地においては工事に係る作業員のための仮設休憩所及び汲み取り式の仮設トイレを

設ける。作業員の生活用水のうち飲料水は各自が持参し、その他の生活用水についてはタ

ンク等を仮設休憩所に設置して使用する計画である。 
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4. 工事用道路 

工事用道路としては、一般国道 383 号、市道中通り敷佐線及び市道弥治山線から既設林道

（広域基幹林道平戸中央縦貫線、田代線）を利用する。土捨場までは、既存林道（広域基幹

林道平戸中央縦貫線、田代線）、主要地方道 60 号（獅子津吉線）等を走行する。現道の拡

幅は必要最小限にとどめ、現道から各風力発電機の設置箇所に至る道路を整備する。 

新設する道路区間の総延長は約 3,235m、改変面積は約 3.63ha である。うち法面の 0.59ha

は緑化する予定のため、管理用道路として供用後に利用する面積は約 3.04ha となる。 

 

5. 工事用資材等の運搬の方法及び規模 

工事期間中の関係車両の走行ルートは第 2.2-8 図、車種別の走行台数は第 2.2-5 表のとおり

である。 

 

第 2.2-5表 車種別の走行台数 

走行車 仕 様 工事期間中の延べ台数 工事期間中の日平均台数 

トラック 10t   120 1 日あたり 2 台 

ダンプトラック 10t 3,256 1 日あたり 3 台 

ダンプトラック 4t 1,535 1 日あたり 6 台 

ミキサー車 4m3 1,967 1 日あたり 135 台※ 

トレーラー 65t  260 1 日あたり 2 台 

通勤車両 小型車 2,116 1 日あたり 5 台 

※コンクリートミキサー車は、最大打設日の 1 日あたり延べ台数を示している。 

 

建設工事に伴い、土砂を運搬するダンプトラックが走行する。また、風力発電機基礎工

事の際には基礎コンクリート打設のためのミキサー車及びポンプ車が走行する。打設は 1

基当たり 1.5 日～2 日の割合で行い、その際はミキサー車が 1 日あたり 135 台程度走行する

こととなるが、設置される風力発電機が 11 基であることから、対象日は全工程において

22 日程度となる。 

風力発電機の海上輸送は、300t クラスの牽引船 1 隻で 5,000t クラスの台船をピストン輸

送し、志々伎港からは 1 基あたり延べ約 8 台の車両で行う。うち 1 日あたりの最大輸送台

数は 4 台を予定している。なお、大型部品の陸上輸送は、関係機関と協議の上、県道等の

交通事情を勘案し夜間に実施する予定である。対象事業実施区域の周囲の積替場にて、積

み替えを行う計画としている（位置は第 2.2-8 図(2)参照）。 

なお、大型部品の水切りは志々伎港を予定している。 
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第 2.2-8図(1) 工事関係車両の走行ルート 
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第 2.2-8図(2) 大型部品（風力発電機等）の輸送ルート  
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第 2.2-9図 風力発電機の輸送に用いる車両（予定） 

・低床 5 軸トレーラー（大型特殊） ・低床 5 軸トレーラー（大型特殊） 

・6 軸起立装置付トランスポーター 

・トランスポーター 

（単位：mm） 

（単位：mm） 

（単位：mm） 
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6. 工事中用水の取水方法及び規模 

工事中の用水は、散水用に 4t 級散水車にて必要容量を現地に搬入する予定としており、

埃の飛散防止のための散水として約 12.0m3/日を使用する予定である。 

 

7. 土地使用面積 

第 2.2-6 図のとおり、使用する作業ヤードは 1 基当たり約 0.2ha となる。作業ヤードは供

用後も一部を管理用として利用するため、使用面積は第 2.2-6 表のとおりである。 

 

第 2.2-6表 工事中の使用面積 

種類 使用目的 面積 

取付・管理用道路 工事関係車両の走行 3.63ha 

作業・管理ヤード 風力発電機の設置・管理 2.29ha 

 

8. 騒音及び振動の主要な発生源となる機器の種類及び容量 

建設に使用する重機は第 2.2-4 表のとおりであり、可能な限り低騒音型、低振動型及び

排出ガス対策型の重機を用いる計画である。 

なお、本事業における杭打ちの工法は、全旋回式の杭打機を使用し、ケーシングチュー

ブを回転させながら押し込み方法にて掘削し、掘削した穴にコンクリートを流し込んで杭

を作成する工法を採用するため、大きな振動を伴う工法ではない。 

 

9. 工事中の排水に関する事項 

対象事業実施区域内に設置する仮設の休憩所から生活排水は発生しない。また、トイレ

は汲み取り式にて対応する。 

また、降雨時の排水は、「林地開発許可申請の手引き」（長崎県農林部林政課、平成 30

年）に基づき、ヤード毎に設計を行い適切に処理する。現在計画している沈砂池の一般的

な構造は第 2.2-10 図のとおりである。 

なお、基礎工事で発生するアルカリ排水は、養生マット等の利用で発生排水を抑えると

ともに、排水を水中ポンプで汲み上げノッチタンクに溜め、適正な pH 処理を行った後に

仮設沈砂池に放流する。 
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第 2.2-10図 沈砂池の構造（一般図） 

（単位：mm） 

（単位：mm） 
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2.2.8 切土、盛土その他の土地の造成に関する事項 

1. 切土、盛土に関する事項 

造成工事における切土及び盛土の位置は第 2.2-5 図のとおりである。これらの掘削、盛

土の量は第 2.2-7 表のとおりであり、造成工事中の切土に伴う発生土を可能な限り対象事業

実施区域内の盛土等に利用し、残土については既設の土捨場へ搬出する。 

 

第 2.2-7表 掘削、盛土における計画土量 

工事種類 計画土量 処理方法 

切土、基礎工事 125,404m3 

残土は既設の土捨場

にて処理 
利用土工事 盛土工（構内敷均、ヤード造成） 68,361m3 

残土量 58,472m3 

注：切土・盛土量は、土質に応じた土量換算係数を考慮した値である。 

 

2. 樹木伐採の場所及び規模 

造成工事における樹木の伐採範囲は第 2.2-6 図に示した改変区域約 5.95ha であり、主な

伐採の樹種はスギ、ヒノキとなる。伐採量は約 1,029t※となる。 

 

3. 工事に伴う産業廃棄物の種類及び量 

対象事業実施区域における工事に伴う産業廃棄物の種類及び量は、第 2.2-8 表のとおり

である。 

工事の実施に当たっては、大型機器は可能な限り工場組立とし、現地での工事量を減ら

すこと等により、産業廃棄物の発生量を低減し、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」

（昭和 45 年法律第 137 号）に基づき、材料の再利用等有効利用に努める。伐採木について

は材木として、もしくは中間処理施設にてチップ化して売却し、有効利用する。 

また、有効利用が困難なものについては、専門の産業廃棄物処理会社に委託して適正に

処分する。 

 

第 2.2-8表 工事に伴って発生する産業廃棄物の種類と想定量 
（単位：t） 

種類 発生量 有効利用量 処分量 

コンクリート殻 440 0 440 

木くず（型枠・丁張残材） 410 410 0 

伐採木 1,029※ 1,029※ 0 

廃プラスチック類 4 4 0 

金属くず 1 1 0 

紙くず（段ボール） 1 1 0 

アスファルト殻 415 0 415 

 
※ 木くず（伐採木）のトン数は、伐採面積 5.95ha、平均樹高 10m と設定し、下記計算式より算出した。計算式、

原単位及び地上部に対する地下部の割合については、環境省資料「平成 23 年度 計画段階配慮技術手法 

（大気環境等）調査業務報告書（平成 24 年 3 月）」から引用した。 

 伐採木材量(t)＝地上部伐採木材量(t)＋地下部の木材量(t) 

 地上部伐採木材量(t)＝伐採面積（ha）×平均樹高(m) ×地上部の現存量密度の原単位(kg/m3)×10 

 地下部の木材量(t)＝地上部伐採木材量(t)×地上部に対する地下部の割合 

 地上部の現存量密度の原単位(kg/m3)＝1.3、地上部に対する地下部の割合＝0.33(地上部の 1/3) 
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4. 耐用年数経過後の廃棄 

耐用年数経過後の廃棄については、解体後適切に処理を行う計画である。 

 

5. 土捨て場の場所及び量 

第 2.2-7 表のとおり約 58,472m3を対象事業実施区域外にある既設の土捨場へ搬出する。 

 

6. 材料採取の場所及び量 

本事業においては、土砂等の採取は行わない。 

 

2.2.9 供用開始後の定常状態における燃料使用量、給排水量その他の操業規模に関

する事項 

1. 主要機器等の種類及び容量 

設置を予定する風力発電機の概要は第 2.2-9 表、外観及び基礎構造は第 2.2-11 図のとお

りである。基礎杭の有無は、建設箇所確定後地質調査及び実施設計により決定する。 

風力発電機の外観は高速硬化型で耐久性の優れた塗料を塗布した状態で納入されるため、

建設時においては、タッチアップ等の軽微なもの以外の塗装は実施しない。塗装状態の確

認は年 1 回の外観点検により行うこととしている。 

風力発電機の設計については、土木学会が定めている「風力発電設備支持物構造設計指

針」に基づき、風荷重や地震荷重及びその他の荷重等を計算し、その結果として超高層ビ

ル並みの設計となっている。 

耐震設計についても地域ごとの 500 年に 1 度の震度に耐えられる設計としている。 

また、タワーについては日本海事協会の認証を受けている。 

落雷対策については、風力発電機への落雷はブレード先端のレセプターから電線等によ

り大電流を地中に放電する設計となっている。 

漏電対策については、地絡を常時検知しており、地絡した場合には電路を遮断するとと

もに、発電所を停止するシステムを採用している。 

なお、倒壊等により、第三者に対して被害が生じた場合には補償する旨、周辺自治会と

協定を締結している。 
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第 2.2-9表 使用予定風力発電機の概要 

項目 諸元 

定格出力 3,600 kW 

ハブ高さ 72.5 m 

ローター直径 105 m 

カットイン風速 3 m/s 

定格風速 11.9 m/s 

カットアウト風速 25 m/s 

定格回転数 13.9 rpm 

設置基数 11 基 

発電機の種類 誘導発電機 

増速機 あり 

耐用年数 20 年 

  

 

 

第 2.2-11図(1) 風力発電機の外形図及び基礎構造（予定） 
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注：杭長は 15～45m を予定しているが、今後の基礎設計により杭長を決定する。 

 

第 2.2-11図(2) 風力発電機の外形図及び基礎構造（予定） 

 

  

断面図 （単位：mm） 

（単位：mm） 平面図 
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2. 主要な建物等 

(1)運転設備管理事務所 

運転設備管理事務所は、対象事業実施区域周辺の既設賃貸事務所等を賃貸利用する予定

であり、常時（平日昼間）管理員が常駐し、風力発電機の管理・運用を行う体制を整える

計画である。 

 

(2)連系施設 

第 2.2-14 図に示す位置に連系施設を設置する。 

連系施設のすべての機器は敷地境界にて騒音の環境基準値を満たす機器を設置すること、

また、周辺に住居がないことから騒音等による人への影響が生じるおそれは小さい。 

 

(3)送電線設備 

電  圧 ：陸域；33kV 海域；66kV 

総 延 長 ：約 48.7km（陸域約 12.7km+海域約 36km） 

設置方法 ：陸域；埋設方式（一部架空方式） 海域；海底ケーブル 

送電線は、対象事業実施区域内の風力発電機間から連系施設までは道路内に地下埋設し

て送電する計画である。 

設置する送電線支持物は第 2.2-12 図、地下埋設の標準断面図は第 2.2-13 図、送電線ルー

トは第 2.2-14 図のとおりである。送電線の設置に際しては、改変面積を可能な限り最小化

して、環境配慮に努めることとする。 

海底ケーブル敷設ルートの検討にあたっては、海底調査の実施や漁業関係者等と協議の

上、決定した。 

 

(4)燃料の年間使用量 

本事業においては、風力発電機の制御用として、年間約 2,580MWh の系統電力を消費す

る。 

 

(5)一般排水及び用水に関する事項 

本事業においては、供用時に用水・排水を伴う施設は設置しない。 
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第 2.2-12図 送電線支持物の概形図(代表例)   

（単位：mm） 
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第 2.2-13図 地下埋設の標準断面図 

 

  

（単位：mm） 
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第 2.2-14図(1) 送電線及び海底ケーブル敷設ルート計画図 



2.2-50 

(54) 

 

第 2.2-14図(2) 送電線及び海底ケーブル敷設ルート計画図（拡大 1）  
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第 2.2-14図(3) 送電線及び海底ケーブル敷設ルート計画図（拡大 2）  



2.2-52 

(56) 

(6)騒音、振動に関する事項 

風力発電機から発生する騒音は、国際規格である IEC 61400-11 :2012 により測定され、見

かけのパワーレベルとして表記される。本事業において採用する予定の風力発電機から発生

する風速別の騒音のパワーレベルは第 2.2-10 表のとおりである。 

風力発電機から発生する騒音はスウィッシュ音とも呼ばれるブレードの回転による音の変

動を伴っている。風力発電機メーカーより入手した騒音レベルの測定結果は第 2.2-15 図のと

おりである。風力発電機直下での測定結果に、ブレードの回転に伴う音圧レベルの周期的な

変動（概ね 1 秒間に 2～3 デシベル）がみられる。 

風力発電機から発生する騒音の周波数特性は第 2.2-16 図のとおりである。また、純音性に

ついては、ハブ高さにおける風速と Tonal Audibility（純音の可聴性）の関係は第 2.2-11 表の

とおり最大で 2.0 デシベル（風速 12m/s 時）であり、JIS C 1400-11:2017 において可聴と判断

される 0 デシベルを少し超えている。 

 

第 2.2-10表 風速別の風力発電機のパワーレベル 

（単位：デシベル） 

風 速 6m/s 7m/s 8m/s 9m/s 10m/s 11m/s 12m/s 

パワーレベル 95.6 98.6 101.5 103.9 104.7 104.9 104.9 

注：風速はハブ高さにおける値である。 

 

第 2.2-11表 風速別の Tonal Audibility 
（単位：デシベル） 

風 速 8m/s 9m/s 10m/s 11m/s 12m/s 13m/s 14m/s 

Tonal Audibility － － -1.0 1.2 2.0 1.1 0.3 

注：「－」は Tonal Audibility が-3.0 デシベルより小さいことを表す。 
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注：1．メーカー資料より作成した。 

  2．調査時の風速は 8.4～9.6m/s である。 

  3．測定位置はロータ中心から 120m 位置である。 

 

第 2.2-15図 風力発電機から発生する騒音レベルの時間変動 
 

 

注：1．メーカー資料より作成した。 

  2．調査時の風速は 12m/s である。 

  3．測定位置はロータ中心から 120m である。 

  4．周波数分解能は 2Hz である。 

  5．色の違いはサンプリングデータが異なることを示す。 

 

第2.2-16図 風力発電機から発生する騒音の周波数特性 

Background noise 
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(7)資材等の運搬の方法及び規模 

供用開始後は、大規模な修繕が必要な場合以外には大型の資材の運搬は行わず、通常のメ

ンテナンス時は小型車両を用いて各風力発電施設にアクセスすることになる。その際の走行

ルートも第 2.2-8 図(1)と同様となる。 

なお、通常巡回時及びメンテナンス時はワゴン車 1 台程度で移動する計画である。 

 

(8)産業廃棄物の種類及び量 

本事業の稼働に伴い、風力発電機の維持管理で発生する産業廃棄物の種類は、廃プラスチ

ック、金属くず、紙屑、ウエス（ぼろ布）等が予想される。なお、風力発電機の維持管理で

発生した産業廃棄物は、すべて「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」に従い適正に処理す

る。 

 

(9)温室効果ガス 

本事業の稼働に伴う二酸化炭素の削減量及び排出量は第 2.2-12 表のとおりであり、二酸化

炭素の排出削減効果が期待される（計算根拠等の詳細は「8.1.10 温室効果ガス等」に記

載）。 

 

第 2.2-12表 供用時の二酸化炭素排出削減量及び排出量 

風力発電による系統電力の代替に伴う二酸化炭素排出削減効果 38,699 tCO2/年 

風力発電設備における系統電力消費に伴う二酸化炭素排出量 1,130 tCO2/年 

供用時の二酸化炭素排出削減量 37,569 tCO2/年 

注：計算式は「第 8 章 8.1.10 温室効果ガス等 (1)予測及び評価の結果 ②土地又は工作物の存在及び

供用 a.施設の稼働」を参照。 
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